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Flaw detection accuracy of the new ultrasonic testing method
for welded joints of reinforcing bar
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	探傷精度を確認するため、引張強度とキズ面積率を求めた。引張試験はJIS Z 2241に準じて行なった。キズ面積率は、破断面でキズ面積を測定し、公称断面積で除して求めた。
	規格引張強さ以下の結果について、キズ面積率10％（図中の縦線）以下の結果は、そのほとんどがD38とD51であった。D19、D25は、キズ面積率10％以下の結果はなく、D32は規格引張強さ付近にわずかにあるだけであった。この結果より、D32以下の鉄筋はキズ面積率が10％以下であれば規格引張強さをほぼ満足した。
	図-8と図-9に斜めK走査法とJIS法の引張強度と探傷結果の関係を示す。一点鎖線は規格引張強さ、縦の太い実線は合否判定レベルの候補であり、ここでは文献1)を参考に斜めK走査法は－24dB、JIS法は－18dBを仮定して検討した。
	図-8と図-9の規格引張強さと合否判定レベルで区切られた部分の右上を第1象限とし、左回りに第2象限、第3象限、第4象限とすると、第1象限は、強度が規格値を上回っているにもかかわらず超音波探傷の合否判定レベルを下回っており、「安全側の誤判定」である。第2象限は強度、探傷結果とも「合格」で一致、第4象限は強度、探傷結果とも「不合格」で一致している。第3象限は、強度は不合格にもかかわらず超音波探傷では合格と判定されており「危険側の誤判定」である。

